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1　はじめに
　当病棟では、手術後の創部の安静を保つ等の目的で、
上肢抑制の一方法として、「抑制筒」を使用している。
昨年、　「小児の効果的な抑制筒の工夫」ということで、
これまで使用されていた抑制筒について、利点、欠点を
挙げ、それを基に新たな四種類の抑制筒を作製し（表1
の（2）～（5））児に使用してみた。その結果、（a）マジックテ
ープと筒の両端に紐を通したもの（表1の（5））が最も効
果的に抑制できる。（b）抑制筒の長さは、肘関節が十分に
抑制され、運動機能を過度に制限しないという理由から
児の上瞬機影当である、という結論が出た．更に
今後の課題として児に合った抑制筒が作製でき、母親が
その必要性を理解し、協力できるよう入院時の指導の統
一をしていくという事が残った。
　しかし、その後、継続使用していく上で効果的と思わ
れた抑制筒も、スタッフ間に浸透していなかった為、活
用されなかったり、スタッフ各々で、使用しやすいとい
う点で考え方が異なっており、抑制法が統一されなかっ
た。又、安全ピン固定を止め、テープを用いて固定して
いたが着脱に手間がかかるという問題も出てきた。更に
前に述べた今後の課題も解決されていなかった為、児に
合った抑制工を作製できなかったり、母親の抑制筒使用
に対する理解不足が必要期間抑制筒を使用してもらえな
かったりした。
　そこで、スタッフ及び家族よりアンケート（表1、皿
）をとり、問題点を明確にし、再度効果的な抑制筒を作
製するとともに、家族指導のパンフレット（表皿）を作
製した。今回、その結果をまとめたので、ここに発表す
る。
していたか、退院後抑制筒を使用していた期間、抑制筒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの素材、看護婦から抑制筒作製に関しての指導を受けだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し際の理解の程度、パンフレットの必要性の有無、抑制筒
の固定法、作製するにあたり工夫した点等について尋ね
た。
皿　結果　回収率63．3％
　1．抑制筒の種類　　　　2．使用期間
②マジックテープの　（4）筒型で上下にゴム
　巻きつけ式
　　　　　60／．X5　ti
（3蟹鍮
　　　　11　O／o （1）筒型
79　0／o
3．抑制筒の素材について
　27　0／o
使用しな
　かった
21　O／0
2週間
42　O／0
1ケ月間
5040　s’o／．
2ケ月
　　5日間
ポテトチップスの空箱で大丈夫68％すぐ破れた32％
4．覆う布について
　lo　o／．
　タわレ
綿地
20　o／．
その他
70　o／．
キルト布
5．抑制筒の作製方法・必要性の理解度
皿　本文
　　調査方法
　調査対象：昭和62年4月～63年6月までに入院した唇
裂、口蓋裂及び眼科疾患患児（生後3ケ月～1才6ケ月
）の家族30名。
　調査方法：アンケート調査法（表1）
　調査内容：入院中又は退院後どの種類の抑制筒を使用
理解できた　　74％ 出来なかった26％
調査対象：当病棟に勤務する看護婦22名
調査方法：アンケート法（表皿）
結果　回収率100％
1．抑制筒の種類で使い易かったもの
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マジックテープ巻きつけ
のものに紐を
通したもの　　　50Zo
　　　　　1’4　o／．X，（3）
　　　　　　5
　　　190／o　（4）
　　筒型で，ゴムを
　　上下につけたもの
2．素材について（意見）
筒型に紐を通したもの
（1）筒型
62　0／o
a現在使用中のポテトチップスの箱でよい…2名（
hミルトン，ハイター等の洗剤の容器………3名
。抽斗を補強する意味で、筒に割り箸やプライト
　　　　　　　　　　ンシーネをつける……2名
　布について（意見）
a汗疹ができてしまった等の保清の問題を考え（
　ると、吸湿性、通気性の良いものとして、キル
　ト布は、あまり良くない。平織り布が良い。
b綿の方が薄手で、キルト布より作製しやすい。
3．家族へ、抑制筒の説明をした事があるかの有無
はいあります 88．0／o ありません　14　％
4．家族の反応は？
　a。戸惑った表情をしていた。（
b．成る程と感心していた。
　c．可哀想という反応があった。
d．何故やらなければならないか。
　e．筒の内側に布を巻きつけるには、どうしたらい
　　いのか？
5．説明した時に、質問された事
　a，太さはどの位にしたらよいか……
　b．筒，布の素材は何がよいか………
　c，いつまでに作ってくればよいか。
・1名
・2名
6．その他気付いた事
a作ってきても、児とサイズが合わなかった。
b実物を見せて、作り方を説明すると理解が早い。
c．抑制筒の利点をもっとアピールする必要がある。
N　分析
　次にアンケートの結果を一つ一つ分析してみた。
　抑制筒の種類に於いて、最も使い易く、最も多く使
用されたのが、筒状のもの（表1の（1））であった。昨
年の研究結果では、マジックテープをつけた巻きつけ
式のもの（2）とその両端に紐をつけたもの（5）が着脱も容
易で、効果的な抑制が出来るとの結論だった。しかし、
それを使用した家族は、アンケートの結果をみる限り
一人もいなかった。このNsと家族の意見の相違はど
こからか。これは、家族に説明する際に病棟で使用さ
れていたものが、まだ検討中で、改良される前の筒状
（1）のものであった為と考えられる。マジックテープの
巻きつけ式（2）と、筒状の紐つき（3）も、病棟内で一部は
使用されていたが、その作製方法がスタッフに浸透し
ていなかった事で、家族への説明不足があった事。又、
紐を通したもの（3）は、ノーマルな筒状のもの（1）に比べ、
着脱に手間がかかることから、作製をすすめるNsが
いなかったので、家族も作製してこなかった様である。
つまり、家族にとっては、使い易いという事よりも、
作りやすいという事が優先されている。Nsにとって
は、アンケート結果から考えると、長い間、当病棟で
使用してきたものが、筒状のもので、「慣れている」
という事が、「使い易さ」につながっていた為ではな
いかと思われる。また、素材については、厚紙を二重
にしたり、ミルトン，ビューラックス等の筒状のプラ
スチヅク容器を用いたらどうかという意見もあった。
しかし、殆どのものが必要期間中、壊れなかった為、
現在使用しているポテトチップスの箱でよいのではと
いう結果が出た。更に、作製する側の家族にとっては
ポテトチップスの空箱が一一ts手に入れやすく、細工の
しゃすい点から考えても同じ事がいえる。
　上から覆う布として最も多く使われていたのが、キ
ルト地であったがこれは、前出のように家族へ説明す
る際使用していた抑制筒がキルト地のものであったか
らではないかと思われる。しかし、キルト地では通気
性が悪く汗疹を起こした児がいたり、筒の内空が狭く
なり着脱に支障をきたしたりすることがあった。とこ
ろが布に関する限り季節、児の腕の太さ、好み等、様
様な条件があり、個々の条件に合わせキルト、綿平織
り、タオル地紙選んでも大きな問題はないと思われる。
　固定に関しては、袖を折り返してテープでとめると
いう方法が現在最も効果的で容易な方法のようである。
袖口にゴムの入ったものを折り返して固定したり、テ
ープでなく太めのゴムでとめてはという意見もあった
が、いろいろな案を実際に行ってみて、更に工夫を重
ねていかなければ結果は出てこないであろう。上記の
分析をもとに（2）と（3）の型で厚紙とプラスチックを用い
て抑制筒を実際児の腕に合わせ作製した。
　家族指導に関して、口頭での説明で理解できなかっ
た人は26％であったのに半数以上の人がパンフレット
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を用いての説明を希望していた。これは、理解できた
と答えた人でも、多少の不安や試行錯誤があったため
ではないかと思われる。家族に説明する際に見本に使
った抑制筒と全く同じ様に作る家族が多かったように、
パンフレットを使用することは視覚に訴えることがで
き、効果的であり、あとから、見直すこともでき安心
感があると思われる。又、スタッフ間で、統一した説
明もでき必要性の理解も高まるのではないかと考える。
そこでパンフレットの内容は、1抑制筒の必要性の説
明、2．言葉と図による作り方をのせ作製した。（表皿）
　新たに作製した抑制筒は、これまでの研究で明らか
になった問題を改善して、児に合わせて作製したため、
効果的な抑制ができた。特にマジックテープを用いた
ものは、児の腕の太さに合わせられ、固定しやすく、
着脱も容易となった。更に、腕に巻きつけたとき厚紙
が重なる部分があり、児の力で肘の部分が折れ曲がる
ことが少なくなった。
　パンフレットを作成してから症例がなく、実際にそ
　　しれを用いて指導したのは現在4名である。反応として
Ns側は、その児に合った長さ、太さも同時に説明で
き、個々に合わせた説明ができるようになった。図式
化により具体的な作製方法を理解してもらえる、必要
性も含めて手順よく説明ができる等の声が聴かれた。
次に、家族の反応としては、以前の口頭での指導（必
要性，作り方の説明）と違い、指導後すぐに作製して
きてもらえた事や、作り方は言葉からも分かったとい
う効果があらわれている。
表1 抑制筒に関するアンケート像族）
該当するものに○印を、つけて下さい。
1．入院中又は、退院後どの様な種類の抑制筒を使用していましたか？
（1）
閉
（2）
鰯
C3）
閉
（4） e（5） 麟．
筒状の物　　マジックテープ　筒状で腕の上と　筒状で上、下に　マジックテープ
　　　　巻きつけ式　　　下に紐をつけた　紐をつけた物　　の巻きつけ式に
　　　　　　　　　物紐をつけた物
⑥　その他、工夫した物がありましたら図でも、言葉で’も良いので書いて’ドさい。
2．退院後、どの位の期間抑制筒を、使用していました？又、どの位壊れずに持ちましたか？
3．抑制筒の素材について
　　（1）厚紙（ポテトチップス等の空箱）で、壊れたり、破れたりしませんでしたか？
　　　　はい　　　　　いいえ
②　上から覆う布は、何をつかいましたか？
　　（a1キルト布　Cbl綿　　｛c）その他、あれば書いて下さい
4．看護婦からの説明で、抑制筒の必要性、作り方など十分に理解することができましたか？
　　　　　a．出来た　　　　　b．出来なかった
（1）bの出来なかった　　と答えた方に質問します。
該当のあったものに、いくつでも○印を書いてください。
ア．どの位の、長さにすればよいのか分からない。
イ、どんな布を、使えばよいのか分からない。
ウ．これでいいのかという、不安があった。
エ．抑制筒が、何故必要なのか、十分に理解していなかった。
オ．抑制筒の必要性についての、説明を受ていなかった。
カ．抑制筒の作り方の説明が、簡単すぎて、よく分からずにいた。
②　抑制筒の作り方等、パンフレットを用いて、やって欲しかった。
　　はい　　　　　いいえ
5．自分なりに、抑制筒を作るにあたり、工夫した点があれば、お書き下さい。
6．病院では抑制筒がぬけないように、良袖のパジャマの袖を折り返して、テープで貼ったり、
　　していましたが、家庭では、夏冬衣服に合わせてどの様に、工夫されていましたか？
V　おわりに
　昨年の研究では、抑制筒の見直しという点での、土
台が出来、より効果的な抑制筒を作製する為には、ど
うずればよいか……パンフレットを用いて行ってみる
ということにこぎつけた。今回の研究では、使用する
側、作製する側の意見を取り入れる事によって、安全、
丈夫ということに加え、パンフレットを作成し、それ
を実用することで、家族への指導へも、手をのばす事
が出来、効果があったといえる。
表皿
抑制筒に関するアンケート（NS）
1．抑制筒の種類ので、使いやすかったのはどれですか？
｛1）
彦
（2）
翻
単なる筒状　　マジックテープ
巻きつけ式
（3）
麟
（4）
筒　状
紐を通した物
II：1
（5）
麟
ゴム入り筒状　マジックテープ
　　　　　巻きつけ式に紐
　　　　　を通した物
　⑥　その他、工夫したらよい形がありましたら考えて引いて下さい。お願いします。
　　　　　　　2．抑制筒の素材について、今の物より（ミルトンの空瓶、ポテトチップスの空箱）他にこれはどう
　か？という物があれば、書いて下さい。また、その他、工夫したら良い点などあれば醤いて下さ
　い0
3．抑制筒の必要性、作り方などについての説明をFamilyにしたことがありますか？
　　　はい　　　　　いいえ
4．Fam三1yに、卸制筒の作り方を説明し、父母の反応や、質問をされたこと（どあ位の長さにす
　れば？布？）などありましたら書いて下さい。
御協力、ありがとうございました。！
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表皿 抑制筒の作り方
表皿 抑制筒の作り方
　子供逢は、いろいろなものに興味を示し、言葉で言っても理解してくれません。例えば、手術の後
では、傷や点滴の入っている部分が気になり、手を持っていってしまいます。
　そこで、当病棟では、口の中に物を運ぶことや、傷［Jに手がとどくことのないように、「抑制筒」
を腕にはめて、肘が曲がらないような方法をとる等の工夫をしています。この方法ですと、子供達は
手の先や、腕全体を使って遊ぶことも出来ますので、お母様方にも、ご協力を、お願いいたします。
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①筒を腕の畏さに合わせて切ります。脇の下から手首までの2／3位が適当です。
②簡の縦に切り込みを入れます。
③布を中表にして横畏に筒の大きさに合わせて上下を縫います。
④その布を表に返して、中に切り込みを入れた筒を入れます。
⑤布の中で簡が動かないように、筒の大きさに合わせて縫います。
⑥布の出ている部分ICマジックテープを縫い付け、端をかがります。
⑦筒と筒が少し（2　on位）厘なるようicra側にマジックテープを縫い付けます。
（ C一）
1　簡型（片端にひもを通した）抑制簡
爾意するもの
　・ポテトチップスの筒　2個
　・布；たて（箇の長さ＋縫い代）×2
　　　　よこ（筒の周囲の長さ十縫い代）
（・ひも　2本）
ii　’11iii・，x，illi　tUt1］煽、
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①筒を腕の長さに合わせて切ります。脇の下から手首までの長さのZ掬位が適当です。（
②布を中衷にして縦長に縫います。
③その布を筒に通し覆うように折り返して縫いかがります。
on）
灘　ひもを通す場合
①縦の長さに（ひも通し分×2）を足した布を中表に縦長に縫います。
②その布を筒に通し、筒の片端がひもを通してしぼれる形になるように布を折り返して縫い上げま
　す。
③ひもを通します。
o　＠灘撚㌦．　唖
　　　　よこ（筒の周囲の長さ＋マジックテープ縫い付け分＋縫い代）X2
　　。マジックテープ　2組
r
t
Liili］
s
伽欧メー
幅椥
　　　　」　　　　＠
n＝　tudi．一一．一．一　．一一唱一一@一一　駒鴨ロー一騨l
　　　　　　　　　l　　　　　　　　　j一）p
　　　　　　　　　尋
（9　so
　　　十四羽→
憂謝・
ノ　さ〃ッ〆彩一　亀→：・　　　　　　i
㌔団回［r5’　　　　し
＠
駝
　丁
’・．gi／t
4ヂγノヂプ
xz一
一一@113　一一
